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27 家 鶏 卵 黄 嚢 に 於 け る 造 血

（コ ン ド リ オ ソ ー メ ン 研 究報告第二 ）

高 木 俊 藏 （名 古屋 ）

》

　胚 期血球 分化 に件 ふ
一

コ ン ド リ オ ソ ー メ V 」 の 態度は 、 血球分化系 統の 研 究

上 意義あ るの みな らず 、 他 の 細胞 學的 諸性質 と卦 比 して興 味深 い もの が あ るが

］lfES’ES 氏 が鷄胚 で 赤血球 の 系列 の み に つ き觀察 し た 報告 あ る の みで あ る
。

　鳥類 に於 け る胚 期造 血 は 卵黄嚢に 止 らな V が 此 處で は 最 初 の 造血 が行 は れ 且

徐 々 に分化 が起 る の で 研 究 に は 最 も適 し て ゐ る
。 しか し「 コ ン ド y オ ソ ー メ ン 」

檢 出 を 目的 と す る此 器官の 固定 は 甚だ困 難で余 の 經驗 で は MEv 勝 氏 液が 最 良

の 結果 を輿 へ たが 、 これ 竜孵卵第五 日以 後は 成 功 せ顕。

　 由來 血球 の 命 名法 は 甚 だ 錯雜 して ゐ るが 、
こ 丶 に は清 野 及 び勝沼氏 の そ れ に

よ る こ と ＼ し 、 ま 尢 便 宜 上 「コ ン ド リ オ ソ ー メ ン 」 に 對 して 以 下 絲粒の 語 を用

ひ る。

　當初 卵 黄嚢 の 「 メ ゼ ン ヒ ム
」 細 胞 は 數 多 の 突起 を有す る不 規則 形細 胞 で あ つ

て 、 大 な る核 とそ の 中に 一
個の 仁 を有す る。細胞 質中に は 大 小 の 卵黄粒 、 脂肪

及 び 類 脂肪顆 粒 を 含 ん で ゐ る。 絲 粒 は 多 くは絲 状 で あ る が 桿默 或 は 粒 状 の もの

も混 じ其 の 配 布は 不 規則 で あ る e

　造血 第一時期　（1江 エ ム ブ ツ オ 」 が 長 き原條 を有 す る も未 だ頭 突起 を有 せ ざ

る時期 に於 て 「 メ ぜ ン ヒ ム 」 細胞 の 増殖 に よ う既 に血 球 内皮原基 を生 す る
。 相

壓迫 せ る 多角形 細胞群 で
一一

個の 核 と 1謂 個 の 仁 を有す る。絲粒は總 じて 長 v ・絲

斌で 細胞 質 中到 る處 に分 布 し て ゐ る． （2）7−10 個 の 體節が 生 ず る頃 に な れば 、

上 記 細 胞 群 中の 中心部 に 位 す る もの は遊 離 して 原 始血 球 pr｛mitive 　Blutzelleー

と な る．絲粒の 形 駅 は前 と變 ら盟 が 多 く細胞 の 一端 に集 鱈也端 に 乏 しい
。

　造 血 第＝ 時期　 此 時期は ユ4− 1S 體節 を有 す る 「エ ム ブ リ オ 」 時期 に始 る
。

（1） a ．血管腔 内原 始1血球 の 大部分は原 始 「エ リ ト ロ ブ ラ ス テ ン 」 prilliitlve

Erythreblastel1とな る．細胞 は 圓形 或は 不 正 圓 形 ， 核 は 圓形 に して仁は 1−2

個 で あ る
， 絲粒は 長 き絲状 、 細胞質中に 略一樣 に分布 す る

。
こ の もの か ら原 始

赤 血球 を生ず る
，

L．原 始血球 の 一部は類淋巴球細胞 lympl ］oit・e　Zellen となる

小 形 の 細胞 で 時 に原 形 質突起 を出 す。核 は 大 、
1− 2 個 の 仁 を有す 。 絲粒 の 配布

は 原 始甬1球（・e似 るが 、 形 は よ う短 い 竜の が 多 い 。 c．原始 血球 の 一
小部分か ら類

組織球 細胞 histioid〔！　Zellen を 生 ず る r 強大 な る 原形質突起 を有す る L とあ

6。 核 は逋常細胞の 一
端 に位 して 1認 個 の 仁 を有 す る

。 絲粒甚だ多 く絲状で長

きもの 短 きもの を 混ず る
， 食 細胞 現象 が著 い ρ

。 （2）瞥壁 細胞 は 血球内皮原墓
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の 外層細胞 よ b生ず る もの で
、 原始 内皮 prinlitive　Elldothollenと よば れ る．

絲粒は 長 い 絲厭 で 核の 兩端 1（多 V ・
。

こ の 細胞 は時 々遊 離 して類組織球 細胞 とな

る。 （3）血球内皮原 基の 中、 最 外層 に 取 ら殘 され た もの は 、 増殖 し て所 謂物 質

島嶼 の 細胞 を生ず る
。 此 處に は 多數の 類淋 巴球細胞 と少數の 類 組織球 細胞 を生

ず る
。

　逧血第≡時期　鰐卵 第三 日終 よ b 第五 日に至 つ て著明 とな る。 〔1）a ，類淋 巴

球 細胞か ら恒 久性 「 エ リ ト ロ ブ ラ ス テ ン ．」deti　nitiv・　e　Erythroblasten を生ず る，

絲粒 は 原 始 「 エ ヲ ト ・ ブ ラ ス f ン
」 と差異 な きもの と信ず。b・類淋 巴球 細胞は

此 時期 に は 漸次 小 形の もの 多 くなV ・
、 大 小種 々 の 淋 巴球 を分化 す。 核網 は 太 く

な b仁 は 不 明瞭 と な る。絲粒は類淋 巴 球 細胞 に依 る も量 に於 て 劣 る
。

c ．「 ト ロ

ム ボ チ ー テ ソ
」
ThrOmbozytell　 lよ類 淋 巴球細胞 の 小 形の 竜の か ら生ず る ．核 は

淋 巴球 よ ら小 さ く核網 は よ b強大 、 仁 は 分 明せ ず 。 絲粒は淋 巴球 に類 す るが よ

b 小量 で あ る。（
ウ
）血管腟 外 に絲 粒の 特別 な配布 を有す る細胞 を見 る。 「 ミ エ ロ

チ ー一　f ン
」 に相當 す る もの と信 す る

。

　前遞 の 如 く解卵 第五 日 以後 の 卵黄嚢の 固 定 は 至難 で ある か ら、 第三 時 期の 研

究は 両 不充分 で あ る
。 此 時期 の 研究の 完成 と論議 は總 て 後 日 に ゆつ る

．

（質問 ）L ハ1・se ・ 吻 mzell ・ の A ・1・9・ は L ・CEi・t・ 噺 究に 弸 か な 奴 M 細 d・ rlnzrl1 な り 。 V 。9・1

　 　 　 は そ の 進 化 せ る もの な るた め 勿論 B ：

Utzelle は Me51）derm に Anlage を要 す る こ と、萬澤 氏 の

　 　 　 説 と 同樣 な る こ と を信 ず o 　　　　　　　　　　　　　　　　　 （犬 　飼 哲 　男）

　 　 　 2．演 者の 所 謂 zwe 主Le8翫 adiun1 の 原 始内 皮細 胞 と 他 の 血 細胞 と の 關係 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1「i　 川　 純 　 彦 冫

（應答）1．家 鷄 で は 血 島 嶼 は Mesench ∫mze1 ｝巳 n よ lj生 ず る もの と信 じ ま す が 更 ：c 考慮 し ま す 。

　　　 2，血島嶼 の 外側 の 細 胞 と 原 始内皮 との 問に は 連續的移行型あ り 「コ ン ド リオ ソ
ーメ ン 」 に 就 い

　 　 　 て も甸 じで あ り ま す o 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l高 木 俊 藏 ｝

28　蠶 の 淌食管 の 組織學的研究

特に 中腸被膜細胞の こ 型 に就い て

川 口 榮 作 佩 剛

　鱗翅 目の 幼 蟲に於 け る 中腸の 組織學的觀察に際 し其被 膜細胞に 於 て 普逋 の 圓

柱 状細胞 以外 に盃 状細胞 が見 られ る。 こ の 細胞 の 本態 に 就 い て 二 の 異説 が 行 は

れ て居 る c 即 ち是等 兩細胞 は 本來 同一 で 只 單に異 な る活 動相 に あ る 竜の に過 ぎ

な V ・と云 ぷ 一元 読 と 、 是 等 は 生 理 的 に 竜全 く異 な る別種 の もの で あ る と見 做 す

二 元 読 であ る。演者 は蠶 を材料 に と う共 各令の 食桑 期 中分泌現象の 前 後 に於 V ・
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